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研究成果の概要（和文）： 中国東南地域の諸方言におけるヴォイスに関わる構文間に形成される様々なネット
ワークの在り方を詳細に記述するために、『東南方言比較文法研究』（2002年、好文出版）の枠組みに基づい
て、客家語と粤語のデータを収集し、方言類型論の観点から分析を行った。
また、認知言語学的な観点から中国語の受動文、受益文、使役文、処置文において認知の主体である話者がどの
ように言語化されるかを考察した。その結果、中国語は話者を言語化していく傾向が強く、客観的事態把握を好
む傾向が明らかとなった。従来の研究が個別に取り上げてきた現象に、主観性という観点を導入することによっ
て、統一的説明を与えることが可能となった。

研究成果の概要（英文）：  We described various networks formed between the voice-related 
construction in the dialects of Southeast China. We collected data of Hakka and Yue dialect and 
analyzed from the viewpoint of dialectic typology theory.
  In addition, from the viewpoint of cognitive linguistic, we examined how speakers who are subjects
 of cognition in passive, benefactive, causative, disposal construction will be represented. As a 
result, the tendency of Chinese to represent a speakers is strong, and it became clear that the 
tendency to prefer objective construal. It was possible to give a unified explanation by introducing
 the viewpoint of subjectivity into the phenomenon which the conventional research has taken 
separately.

研究分野： 中国語学
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１．研究開始当初の背景 
 莫大な使用人口を抱える中国語は、広大な
国土の各地にさまざまな方言を形成してい
る。比較的均一性が高いと言われる北方地域
に対して、東南地域には性質の異なる方言が
数多く存在する。北方方言を中心とするこれ
までの文法研究に新たな視点を提供すると
いう意義において、東南方言に関する研究は、
近年の中国語文法研究においてその重要性
がより一層高まっている。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、中国東南地域の諸方言における
受動文や使役文、処置文、受益文など、ヴォ
イスと呼ばれる文法範疇に関わる構文間に
形成されるさまざまなネットワークの在り
方を詳細に記述することを目的とする。北方
方言の北京語のみを分析の対象とする従来
の研究が看過してきた新たなヴォイスの構
文ネットワークの存在を明らかにし、そこに
見られる文法化や意味拡張のプロセスを方
言類型論の観点から解明する。 
文法化とは、もともと実質的内容を表して

いた言語単位が、時間の経緯にしたがって機
能語としての文法的役割を担うようになる
歴史的変化と定義される。このような定義に
従えば、共時的なデータのみを扱って文法化
を論じることは許されないことになる。だが、
そもそも中国各地の方言を研究対象とした
場合、歴史的に遡って口語資料を入手するこ
とは不可能に近い。しかし、だからといって
方言文法が文法化の問題を論じられないと
いうことにはならないであろう。 
例えば、受益前置詞から処置前置詞への文

法化は東南地域において広く観察される現
象であるが、広州(粤語)や美濃(客家語)のよ
うにそうした変化がまったく起こっていな
い地域、あるいは寧波(呉語)や梅県(客家語)、
大埔(客家語)のように発達途中の段階を示
す地域、さらに福州(閩語)や厦門(閩語)、桃
園(客家語)のように高度な文法化を遂げて
いる地域など、それぞれが異なった文法化の
段階を示している。つまり、各地の方言資料
は文法化のプロセスのさまざまな段階を
我々に提示しているのである。こうした複数
の地域の方言資料を総合的に分析するなら
ば、共時的な方言資料に基づいて、文法化の
プロセスに合理的な説明を与えることは十
分に可能である。 
かつて橋本萬太郎博士は『言語類型地理

論』（1978 年：弘文堂）の中で、「ヨコの変容
（latitudinal transition）が、古代から現
代語への統辞法の変化というタテの変化
（longitudinal change）に対応する」こと
を提唱した。当時に比べて方言調査の環境が
整い、より正確な記述ができるようになった
今日、それを実証することは十分に可能であ
る。一般に歴史的なアプローチのみが許され
ると思われがちな文法化の現象に対して、共
時的な方言資料に基づいてそのプロセスを

解明することが本研究の目的である。 
 
３．研究の方法 
 中国東南地域の諸方言におけるヴォイス
に関わる構文間に形成されるさまざまなネ
ットワークの在り方を詳細に記述するため
に、『東南方言比較文法研究』（好文出版、2002
年）の枠組みに基づいて、客家語と粤語のデ
ータを収集し、方言類型論の観点から分析を
行った。さらに、認知言語学的な観点から受
動文、受益文、使役文、処置文に関する中国
語の事態把握の特徴について考察した。 
 
４．研究成果 
本研究の成果はおもに以下の３点に集約

される。 
(1)中国東南方言文法の記述的研究 
はじめに『東南方言比較文法研究―寧波

語・福州語・厦門語の分析―』(好文出版、
2002 年)で提示した３１の文法項目に基づい
て，インフォーマントの協力を得ながら各項
目の例文を客家語と粤語に置き換える調査
を行い、両地域の概要を記述した。 
客家語については、台湾北部桃園のデータ

を収集し、福建省連城や広東省梅県の客家語
と比較しながら、その文法的特徴について考
察した。粤語については、広東省広州のデー
タを収集し、客家語や閩語、呉語との比較を
通して考察を行った。調査結果については現
在論文を投稿準備中である。 
 
(2)ヴォイス構文のネットワークに関する研
究 
・受益から処置への文法化 
 同一の形態素が受益者と処置対象の両方
を導く現象は、呉語，徽語，閩語，客家語な
ど東南方言の各地で観察されており、この地
域の処置文の重要な一類型となっている。本
研究は、文法化の観点からこの問題に関する
分析を行った。 
呉語の寧波語、福州語や厦門語の閩語、さ

らに本研究が調査を行った桃園の客家語な
どを詳細に分析した結果、この種の処置文の
成立には性質の異なる二種類の文法化が関
与していることが明らかとなった。一つは動
詞から随伴前置詞を経て受益前置詞へと至
る脱語彙化のプロセスであり、もう一つは受
益前置詞が処置前置詞に拡張する多機能化
のプロセスである。 
・使役から受動への文法化 
 授与動詞が使役文と受動文の両方を構成
する現象は、東南方言の各地で観察されてお
り、この地域の受動文の特徴の一つとなって
いる。本研究は、文法化の観点からこの問題
に関する分析を行った。 
 モノの授与を仲立ちとする授与使役が許
容使役へと拡張し、そこから受動が成立する
プロセスについて、各地のデータをもとに無
理のない説明を与えた。また、このような文
法化が東南方言に限って観察されること、即



ち北方方言では観察されないのは、東南方言
には北方方言の“让”に相当する放任使役の
マーカーが存在しないことに原因があるこ
とを明らかにした。 
・授与から受益への文法化 
 東南方言では授与動詞が受益者を導く前
置詞に文法化を遂げていない。北方方言との
対比において重要な特徴であるこの現象を
各地のデータをもとに指摘した。 
 一方で、“买一本书给你”のような、授与
動詞を用いて受取手を文末に表示する形式
は、東南方言だけでなく北方方言においても
観察され、中国語として汎用性の高い文法形
式であることを指摘した。 
 
 (3)ヴォイス構文と主観性に関する研究 
 文を発話する存在である話し手（話者）は、
事態を把握しそれを言語化していく認知の
主体でもある。従って、発話の中には話者の
立場や態度、感情などが少なからず反映され
ている。認知の主体である話者が発話の中で
どのように言語化されているかは、話者が事
態をどのように把握したかを知る上で重要
な手掛かりとなる。 
 話者による事態把握には、主観的把握
(subjective construal) と 客 観 的 把 握
(objective construal)という二つの類型が
あると考えられている。池上(2011)は二つの
類型を次のように規定している。 

主観的把握：話者は問題の事態の中に自
らを置き、その事態の当事者として体験
的に事態把握をする 
客観的把握：話者は問題の事態の外にあ
って、傍観者ないし観察者として客観的
に事態把握をする 

 日本語は英語に比べて主観的な状況把握
を好む、即ち主体化の度合いが高い言語であ
ると言われる。例えば、話者の欲求を表す
(01)において、英語では一人称を用いて話者
を言語化しなければならないが、日本語では
あえて言語化しないのが普通である。 
 (01) a.  I want water. 
      b.  水が欲しい。 
      c. ?私は水が欲しい。 
 主観的把握を好む日本語では、話者を基点
として事態を観察していく。その際、話者自
身が観察の対象となることはなく、言語化さ
れることはない。話者の背景化（ゼロ化）と
は、きわめて主観性の高い事態把握であると
言ってよい。これに対して、客観的把握を好
む英語では、話者は主語として前景化され、
必ず言語化される。日本語では「主語の省略」
が好まれるとよく言われるが、そこには主観
的把握への強い傾斜が反映されている。 
 一方、中国語では話者は言語化されるのが
一般的であり、この点では英語と共通してい
る。中国語は英語のように文法的に必ず主語
を要求する言語ではないが、話者である“我”
が言語化されない(02b)はかなり不自然であ
る。 

 (02) a.  我要水。 
     b. ?要水。 
 また、日本語では「欲しい」のような内的
状態を表す述語は、そのままでは３人称には
使えない。内的状態を直接知覚できない場合
は、それが話者の推測であることを示す「～
がる」を伴う必要がある。 
 (03) a.  水が欲しい。 
     b. *彼は水が欲しい。 
     c.  彼は水を欲しがっている。 
 中国語においてそうした人称の違いが問
題になることはない。この点も英語と共通し
ている。 
 (04) a.  我要水。 
     b.  他要水。 
 (05) a.  I want water. 
     b.  He wants water. 
 一方で，中国語と英語が必ずしも一致せず、
むしろ日本語との共通点を見せる現象もあ
る。場所を尋ねる次の(06)において、英語で
は話者を前景化して言語化するのに対して、
日本語では場所が前景化され、話者を言語化
することはない。 
 (06) a. Where am I? 
      b. ここはどこですか。 
 この点において、中国語は日本語と一致し
ている。話者を言語化した(07a)は明らかに
不自然であり、場所を前景化した(07b)が用
いられる。 
 (07) a. *我在哪儿？ 
     b.  这是什么地方？ 
 このように中国語では、ある部分では英語
と同様に話者を前景化した客観的把握が行
われる一方、ある部分では日本語と同様に話
者を背景化した主観的把握が行われる。どの
ような現象において主観的把握が好まれ、ど
のような現象において客観的把握が好まれ
るのかという問題は、中国語における主観性
の研究の重要なテーマの一つとなっている。 
 本研究では、おもに日本語との対比から、
受動文や使役文、受益文などヴォイスと呼ば
れる構文において、言語主体である話者がど
のように言語化されているかを観察するこ
とによって、客観的事態把握を好む中国語の
特徴を明らかにした。 
 中国語では、受身文の多くが不如意の意味
を表すことが知られている(马真 1981)。 
 (08) a.  衣服被他撕破了。 
     b.  饭被我煮煳了。 
      c.  自行车被小偷儿偷走了。 
      d.  麦子被雨淋了。 
 (09) a. *衣服被姐姐做好了。 
      b. *饭被我煮好了。 
      c. *自行车被我领回来了。 
      d. *麦子被太阳晒干了。 
 また、感情表現には使役文が好んで用いら
れる（大河内 1991）。 
 (10) a. 刚刚大家说的，真叫我失望。 
      b. 这个消息让我很高兴。 
      c. 马老的一番话使我很感动。 



  日本語の補助動詞の「テクル」や「テクレ
ル」のような、行為が話者に向けて行われる
ことを示す文法標識の使用は任意である。 
 (11) 他给我打(来)了一个电话。 
  (12) 小王送(给)我一本书。 
 従来のヴォイス研究において個別に論じ
られてきたこれらさまざまな現象について、
主観性という観点を導入することによって
統一的な説明を与えることが可能となるこ
とを指摘した。 
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